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Abstract:本報告は、ダプルピッチ制御機構付小型水平軸風車試作磯に関する性能評価の中間報告である。ダ
ブルピッチ制御機構とは、
1．突風時において、ピッチ角が逆ピッチになることによって、失速制御が実現できる。
2．過回転時において、遠心力の作用により、前傾および回転中心からわずかに傾いたブレードが中心軸か
ら半』径方向の作用点に遠心力を受けてピッチ角が逆ピッチ方向に変化し、失速制御が実現できる。
以上の2点をそなえた、耐強風性能の高い小型水平軸風車に関する実験縮果を述べている。実験はまだ半分
である。
ThispaperdescribesthepeI允rmancetestforsmaⅡ加rizontalaxiswindturbinewithspecialdoublepitches
mechanisms.Buttheexperimentalresultisahalfbecausethee叩磁imentisgoingtobedonenow.Doublepitches
mechanismswm陸describedasthe的Ⅱowing.
1.Whentheblades㎡smallhorizontalaxiswindturbineisattacked吋曲egustwind,thebladeisalittledec血盟⑩
downstreamsideandthepitchangle㎡bladeisreversiblychangedandthestallishappenedonthebladesurface.As
theresulttherotor㎡windturbinelosestherotatingtorque.
2.Whentherotor飯windturbinerotatestoexcessivespeed,thecentrifugalforceoperatestothegravitycenter㎡blade
andthepitch㎡bladeischangedtothedirection㎡reversiblepitchangle.Astheresult,thestallishappenedonthe
bladesurfaceandthetorque㎡therotorislost・Theexcessiverotationspeedissaved.
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逆ピッチ方向に変化し、失速制御が実現できる。
それらの失速制御運動は、風速・風圧の増大に応
じて前後方向、および回転方向への独立な運動、あ
るいは、それらが錬成された運動を行うことも可能
とする。この機構をダブルピッチ失速制御機構と呼
ぶ。以上の能力を持つ小型水平軸風車である。
現在の水平軸風車は、大型化が進み、世界の主力
機は2千kW、直径80m、ハブ高さ80mであり、さ
らに試作機としては、6000kW機や9000kWが出現
している｡その結果風力による電力供給は､’億6000
万kW近くに達している｡機器類の品質改善が進み、
1．まえがき
本報告では、清水等によって発明された2つの特
許（特許第4104037および特願2008-314822)を基
に設計製作されたダプルピッチ制御機構小型水平軸
風車について述べる。ダブルピッチ制御機構とは、
次のように説明される。
1）突風時において受風面積が増大し、ピッチ角が
逆ピッチになることによる失速制御が実現できる。
2）過回転時においては、遠心力の作用により前傾
および回転中心からわずか傾いたブレードが中心軸
から半径方向の作用点に遠心力を受けてピッチ角が
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